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教育と福祉で元気で住みよいまちづくり
①⼈⼝減少と葉⼭の町づくりについて
町は、これから⼈⼝減少時代を迎えて税収の減少が⾒込まれるなか、⼈⼝急増時代に建設した公共
施設の建替え・補修という課題に向き合わねばなりません。こうした事態に対応するための財政計画
はどうか、現在の総合計画は厳しい事業選択の指針たり得るのか質問しました。

②教育政策について
葉⼭町は、現在⼈⼝はほぼ横ばいですが、年代別に⾒ると、20代の若者が進学や就職のために⼤
きく減少しているなか、それを補う形で30〜40代と10歳未満の⼦育て中の世代が増えています。
若いママやパパに⾃然環境の良い葉⼭に来て⼦育てしてもらうためにも、葉⼭町が教育に⼒を⼊れ
ていることを内外に広く訴えることは⼤事です。例えば教育都市宣⾔をするなどあっていいのではな
いかと提案しました。

③地域福祉対策について
⾼齢化率31％の葉⼭をもっと住みよい⽀え合いのまちにしたいとの思いか
ら質問しました。
今、地域に様々な難しい役割が求められていますが、⺠⽣委員や⾃治会・
町内会の役員のなり⼿がなかなか⾒つかりません。また、地域が⼒を発揮す
るためには、気軽に集まれる拠点も必要です。
財政の厳しい折、⺠⽣委員の負担軽減、今後増えていく空き家の利活⽤な
どによる⾝近な拠点整備を進める必要があります。

議題とは関係なく⾏政全般について議員⾃⾝が選ん
だテーマについて政策論議するもので、会期のはじ
め⼜は最後に⾏われます。今回は12⽇〜14⽇に⾏
われました。

質問する議員も、受ける執⾏機関も共に⼗分な準備
が必要なので、質問事項について事前通告制が採⽤
されています。

⼀般質 問とは ?

町⻑、教育⻑、部⻑の答弁は納得のい
くものではありませんでしたが、引き続
き重要な課題として取り上げていくつ
もりです。

初⽇の本会議、5番⼿で⼀般
質問を⾏いました。
中村は、選挙戦を通じて訴えてきたことを中⼼に、

次の3点について質問しました。

⼀般質問内容

6⽉12⽇（⽔）から6⽉26⽇（⽔）まで、葉⼭町議会の第2回定例会が開かれました。中村にとって、議員とし
て臨んだ初めての議会体験でした。横浜市職員時代に何⼗回？となく出席した議会ではありますが、⽴場が
違うと座席の向きが違うだけでなく、服するルールも異なり、⼾惑いを感じながらの議会デビューとなりま
した。

まずは⼀般質問で議会デビュー
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中村かずお プロフィール
葉⼭町議会議員 1942年⽣まれ 横浜国⼤経卒
元 横浜市理事・横浜市福祉サービス協会専務理事 元 葉⼭町町内会連合会⻑・葉桜⾃治会⻑
現 社会福祉法⼈であいの会理事⻑・葉桜⾃治会会計担当

6⽉ 2⽇(⽇) 葉⼭災害ボランティアネットワーク総会／消防署地下講堂
6⽉ 4⽇(⽕) 教育⺠⽣常任委委員会／町議会委員会室
6⽉10⽇(⽉) 三浦半島地域連合議員団会議定期総会／全駐労会議室
6⽉12⽇(⽔)〜6⽉26⽇(⽔) 葉⼭町議会令和元年第２回定例会
6⽉16⽇(⽇) 葉桜まちづくり委員会／葉桜会館ホール
6⽉19⽇(⽔) 連合神奈川議員団会議総会／ワークピア横浜

おもな活動⽇誌

2019/07/01第05号ひょうたん通信中村かずおの

6⽉14⽇の本会議で、懸案の給⾷センターの整備に係る設計施⼯⼀括発注⽀援業務委託、
予定地地質調査業務委託、道路拡幅⽤地（代替地）の取得に要する経費25,463千円が、8
対5の賛成多数で可決されました。

町では、⼟砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）に指定されている⻑柄⼩学校脇奥の⺠有
地に、給⾷センターを建設する計画で、⼟地所有者や神奈川県と協議を重ねてきましたが、
建設⽤地として決定できる状況になったとして提案したものです。

中村は、この⼟地が、町が説明するようにレッドゾーンの指定を今後解除できる⾒通しで
あるにしても、あくまでも仮定の話であること、加えて予定地が急峻な斜⾯の迫る狭隘な地
形にあること、時間⾬量100mmを超える豪⾬や地震が頻発する近年の⾃然災害の状況を考え合わせ、給⾷センター⽤地
としてふさわしくないと考え、反対しました。
今後は、地質調査の結果に注⽬していきたいと思います。

給⾷センター調査費の補正予算、賛成多数で可決

して投資がますますリスキーになっていると思う
のですが…。
そしてさらに気になること。それは、この報告
書を無かったことにしようとしている政府です。
加えて、財政制度審議会が⿇⽣財務相に提出し
た建議から「将来の年⾦給付⽔準の低下が⾒込ま
れる」「⾃助努⼒を促すことが重要」という⽂⾔が
削除されていたという話。記憶が無い、記録が無
い、廃棄した、そして改ざん…。
国⺠を欺き続ける安倍政権。
⽇本が壊れてしまう。

消費税増税を控えたこの時期、⾦融庁の審議会
がどういう意図で発表したのか分かりませんが、
国⺠は貯蓄と投資に励めというメッセージと私は
受け取りました。
PGF⽣命が今年還暦を迎える男⼥2千名を対象

に⾏ったアンケート調査の結果によると、単⾝ま
たは夫婦合計の貯蓄額が100万円未満と回答した
⼈が25％、2千万円以下の⼈が3分の2を占めたそ
うです。
これで国⺠の財布のひもはさらに固くなり、

GDPの60％を占める個⼈消費が減って、⽇本経済
が⼀層減速しそう。
それ以上に、ハイリスクの投資で⻁の⼦の貯⾦
を失う⼈が出ないよう祈る思いです。グローバル
化が進⾏した今⽇の経済、先⾏きの不透明さが増

⽼後資⾦が30年で2,000万円不⾜するという話
―年⾦を当てにしてはいけないということ!?―
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